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1 は じ め に
1890 年 (明治23) 10 月15 日 の 「東京 日 日新聞』 に 「 ス タ イ ン翁追吊会」 と題す る記事が掲載
されている。「スタイン」とは，ウィーン大学の教授であった国家学者ローレンツ・フォン・
シュタイン (Lorenz vonStein , 1815~ 1890) の こ と に他な ら な い。 彼が1882 年 (明治15) か
ら翌年にかけてヨーロッパで憲法調査を行った伊藤博文の師事した人物であることはよく知ら
れているであろう。そのシュタインはこの年の 9 月 23日に，ウィーン市郊外ヴァイトリンガウ









人 文 A主Z干す二 報
司一同二拝拍手四)。次に会者順次に玉串を献って礼拝し，祭主以下一同一拝拍手八にしてい
づれも退坐したり。当日其祭事を行はれたるは惟神学会の方々にして，祭主は丸山作楽，典礼
は吉岡徳明， n成主は青柳高鞠， 祭員は深江遠広， 松田敏足， 梁川保嘉の三氏にして，其装飾供




































に行って温泉に浴せざるの心地したり」と記し 2 )，穂積陳重は当時， I ス タ イ ン (石) で同い
頭を蔽き割り」という川柳が流行したことを伝えている 3 )。 このような現象は「シュタイン詣
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で」と呼ばれ，かねてから識者の注意をヲ I t )てきた4)。それに加わった者のなかには，追弔会
の参加者でもある山県，伊藤，谷などのほか，大物としては黒田清隆，西園寺公望，乃木希典，
陸奥宗光らも含まれていた。我々はここに， I 日本にお け る シ ュ タ イ ン 問題」 と で も 呼ぶべ き
ものと見えることになるOすなわち，これら明治国家の中枢に位置していた官僚，政治家らが




思想や社会に大きな影響を与えた西欧の理論家といえば，シュタインの他， H ・ ス ペ ン サ ー
(HerbertSpencer , 1820-1903), J.C ・ ブ ノレ ン チ ュ リ(Johann CasperBlunt schli , 1808




ロェスラー (KarIFriedrichHermannRoesler , 1834-188 1) , A ・ モ ッ セ(Albert Mosse ,
























7 日 日毎に葬礼を執 り 行 う こ と に な っ て い ま す。 そ こ で， 伊藤伯， 丸山氏， 有賀氏， 曲木氏， そ し
て私の 5名は， 3 巡 目 の今月 の13 日 を祭式の 日 と して選び， そ の 日 ， あ な たのお父上の知己た ちが
一同に会することになりました。J (1890年10月 15日付エルンスト・フォン・シュタイン宛海江田書
簡， I シ ュ タ イ ン文書J (シュレスヴィヒ・ホルシュタイン州立図書館蔵) 4.2:04.25-5。 下線瀧井)
2) r後は昔の記他 林董回顧録j (平凡社， 1970 年) 214 頁。
3)穂積陳重『法窓夜話j (岩波文庫) 220頁。
4) I シ ュ タ イ ン詣で」 な る表現を初めて用 いたの は， 尾佐竹猛氏だ と思われる 。 「実際， そ の頃我
邦人にして欧行したものは，スタインを訪ねなくては肩身の狭い思ひをなした程で，謂はば，スタ
イン詣でともいふべき流行であったのである。(下線瀧井 ) J (尾佐竹猛「須多肉の観たる日本の国
体と風俗 J r昭徳」 昭和16年 9 月 号， 103 頁)
5)スベンサーについて，山下重一『スベンサーと日本近代j (御茶の水書房， 1983年) ， ブル ン チ ュ
リについて，安世舟「明治初期におけるドイツ国家思想の受容に関する A考察ブルンチュリと
加藤弘之を中心として」日本政治学会編「日本における西欧政治思想j (岩波書店， 1975) ， 山
田央子「ブルンチュリと近代日本政治思想- I国民」 観念の成立と そ の受容 J r東京都立大学
法学会雑誌J] 32巻2 号， 33巻l 号 (1991年， 92年) ， ボ ワ ソ ナ ー ド につ いて， 大久保泰甫 『 日 本近
代法の父ボワソナアドj (岩波新書， 1977年) をそれぞれ参照。
6) 最近， 上原貞雄 「戦前 日本におけ る シ ュ タ イ ン思想の受容動向 特にその教育行政思想に注 目




スラーj (未来社， 1970年) ， 山室信 ー 『法制官僚の時代 国家の設計 と 知の歴程 j (木鐸社，
1988年) ， 坂井雄吉 「明治憲法起草過程におけ る二つ の 「立憲主義JJ r国家学会雑誌j 90巻9 ・10
号(1977年) (後に「井上毅と明治憲法の起草Jとして同著『井上毅と明治国家j (東京大学出版会，
1983年) に収録)，同「明治22年の町村合併とモッセJ r大東法学j 19号(1992年) ， 勝固有担 「カ ー
ル・ラートゲンの「行政学講義録」ドイツ型官治主義の導入 - J r明治法制史・政治史の諸問
題手塚豊教授退職記念論文集一 j (慶応通信， 1977年) 。
8)例えばローレンツ・シュタイン著(石川三義/石塚正英/柴田隆行訳) r平等原理 と 社会主義
今日のフランスにおける社会主義と共産主義j (法政大学出版局， 1990年) 所収の 「解説」 に お い
て，大井正氏は「あのいわゆる明治憲法について記念するのにJ，シュタインに特別言及しなけれ
ばならない理由が， I十分に は飲み込めな い」 と述べ ら れ， 彼の 「社会分析や政策が どれだ け 当時
の政府を動かしたかはわからない，というよりは，憲法にかんしては全く影響しなかったといって
よ Lリと断言されている (631頁)。森田勉「ローレンツ・シュタインのプロイセン憲政論J r法経
論叢』第8巻第2号(1991年) 3頁に も 同様な ト ー ン が認め ら れ る 。
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2 キ ー ルの 「 シ ュ タ イ ン文書」
ドイツ連邦共和国シュレスヴィヒ・ホルシュタイン州の州都キール市にある，シュレスヴィ
ヒ・ホルシュタイン州立図書館に「シュタイン文書」が設けられたのは， 1972年の こ と で あ
る I )。シュタインの生地シュレスヴィヒ・ホルシュタイン州エッケンフェルデ (Eckernf凸rde)
市の市長を務め，彼の伝記を著したヴェルナー・シュミット (Werner Schmidt , 1911-1990)
博士の尽力によって，シュタインの孫にあたるマンフレート・フォン・シュタイン (Manfred
vonStein , ?-1971) 博士が管理さ れて い た ， 彼の蔵書や原稿， 書簡な どが移管 さ れ た の で あ
る。このうち蔵書類については，その後1980年にキール大学に設置された，ローレンツ・フォ
ン・シュタイン行政学研究所 (Lorenz vonSteinInstitutfarVerwaltungswissenschaften





ダールマン (Friedrich Christoph Dahlmann , 1785-1860) ， グ ナ イ ス ト (Rudolf von
Gneist , 1816-1895) ， イ ェ ー リ ン グ (Rudolf von Jhering , 1818-1892) ， イ ェ リ ネ ッ ク
(GeorgJellinek , 1851-1911) ， メ ン ガー (Carl 孔lenger ， 1840-192 1) ， シ ュ モ ラ ー (Gustav
vonSchmoller , 1838-1917) ら 当代の著名学者た ち と の間に交わ さ れた書簡， そ し て蔵書に
残された彼自身の書き込みの内容分析が大きな意義を持ち得るであろう。
しかし当座のところ我々が注目すべきなのは， I文書」 中に含ま れて い る 彼 と 日本 と の繋が
りを示す幾多の資料である Oそれらは「シュタイン日本関係文書 (Der japanischeNachlaB
LorenzvonSteins)J と し て別個のかた ち で整理中で あ っ たが， 1992 年 に ヨ ハ ン ・ ナ ブ ロ ッ




(ErnstvonStein , 1858-1929) が 日本滞在中に収集 し た書類や領収書 と い っ た多彩な 資料が
収蔵されているが，我々にとってとりわけ興味深いのは，残された名刺と書簡であろう。名刺
は304枚 073名)を数え，書簡は差出人の分かっているものだけについていえば， 99名か ら寄
せられた305通が残っている。そのうち，ローレンツに宛てられた日本人の書簡は57名からの1











れている。現在国立国会図書館の憲政資料室には， 1ス タ イ ン文書」 と し て伊藤や黒田 の も の
など，シュタインに宛てた日本人の書簡が一部収められているが，これらはこのときに萩原氏
が複写して持ち帰られたものである。








れ報告を著されているほか 6 )， 1975年 と1989年に はNHK の取材班が取材に訪れて い る 7) 。
また，未公刊ではあるが，ウィーン大学に留学されていた市村(旧姓桑野)由喜子氏が1985年
に提出された学位論文「ローレンツ・フォン・シュタインと日本 (Lorenz vonSteinund









以上のようにこれまでにも， 1 ロ ー レ ン ツ ・ フ ォ ン ・ シ ュ タ イ ン 日本関係文書」 に は そ れ な
りの研究の蓄積があるOしかし従来の研究は，どちらかといえば資料紹介に止まりがちで，前










1) I シ ュ タ イ ン文書」 につ いての以下の論述は， 後述の早島， 水田， 柴田三氏の紹介の ほか， 主 と
して次の文献に負っている。 Andrea Boockmann.LorenzvonStein1815-1890(Berichte
undBeitragederSchleswig-Holsteinischen Landesbibliothek) , 1980;HermannHill ,
Lorenz-von-Stein-Institutf1ir Verwaltungswissenschaften an der Universitat Kiel
eroffnet , in:DieqfentlicheVerw αltung ， Heft10, 1980, S.372f.;Heinz Taschke , Der
NachlassLorenzvonStein'sin Kiel , in: Der St ααt ， 18, 1982, S. 258-276.; ders. ,
Lorenz υon Steins nαchgel αssene st ααtsrechtliche und rechtsphilosophische
Vorlesungsm αnuskripte ， Heidelberg , 1985.
2) Johann Nawrocki , Derjαpαn ische NαchlaB Lorenz vo ηSteins (J 815-1890), Kiel
(Schleswig-HolsteinischeLandesbibliothek) , 1992.
3) そ の A覧は， 前註の ナ ブ ロ ッ キ 一氏の作成にな る カ タ ロ グを参照。 な お， そ こ で は1884 年9 月9
日付の本間清雄書簡 (4 . 2 :04. 15-4) が ロ ー レ ン ツ宛 と 表示 さ れて い る が ， こ れ は子息 エ ル ン ス
トに宛てられたものと考えるべきだろう。また，カタログ番号 4. 2:04. 77 の Sonoda は ， 同78 の
園田安賢と同・人物。
4)色川大吉『新編明治精神史j (中央公論社， 1973年) ， 同 「ユ ー ラ シ ア大陸思索行j (中公文庫，
1976年)，萩原延寿「陸奥宗光紀行J r 日本の名著第35巻 陸奥宗光j (中央公論社， 1973年) 。
5)早島瑛「ローレンツ・フォン・シュタインに宛てた福沢諭吉の書簡についてJ r近代 日 本 と 東 ア
ジア年報近代日本研究(2)J (山川出版社， 1980年)，同「ローレンツ・フォン・シュタインと明治
憲法の制定J ~関西学院大学商学論究J 27巻1 ・2 ・3 ・4 合併号 (1980年) ， 同 「近代日本の形成
とシュタインの関心J r朝 日新聞J 1979年11 月20 日 夕刊， 5 頁。
6)水田洋「須多因先生後記キールのシュタイン文書」同『知の風景続・近代ヨーロッパ思想史
の周辺J (筑摩書房， 1988年) ， 柴田隆行 「 ロ ー レ ン ツ ・ シ ュ タ イ ン文書につ いてJ r社会思想史の
窓J 100号 (1992年) 。
7) 後者の取材記録と し て， NHK 取材班編 『天皇 と憲法J (角川書店， 1990年) があ る 。
8) 市村氏の成果の一端は， 市村由喜子 「 ロ ー レ ン ツ ・ フ ォ ン ・ シ ュ タ イ ン 日本関係文書につ いて」
山住正己編「文化と教育をつなぐJ (国土社， 1994年) に よ っ て知る こ と がで き る O
9) ReinhardZollner , “Appreciating critic"LorenzvonSteinsJapan-Korrespondenz.
Auswahl und Kommentar , in: Nαchrichten der Gesellsch αift fur Nαtur-und
V6lkerkunde Ost αsiens ， Nr. 147-148 , 1990, S.9-74.; ders. , EngraftedSystem: Mori
Arinori'sRepresentationProposals , in:Monument αNipponic α ， Vol.46 , Nr.3 , 1991,




3 I 日本にお け る シ ュ タ イ ン問題」 前史
(1)日本との出会い
キールの「シュタイン日本関係文書」のなかに見出される最も早い日本人の書簡は， 1882年
(明治15) 6 月3 日 の 日付を も っ福沢諭古か ら の も のであ る 1 )。しかしシュタインと日本人と
の交渉はさらにそれ以前から始められていた。この点を証示しているのが， r時事新報J 1882



























いて興味深い情報を提供するのが， 1910年に著 さ れたL ・v ・ プ ル ツ ィ ブ ラ ム(Ludwig
RittervonPrzibram) の回顧録 『あ る老オ ー ス ト リ ア人の回想 (Erinnerungen eines αlten
Oesterreichers)JI の なかの一節であ る O 煩を厭わず訳出 し てお こ う 。
外務省の通商政策局長を務め，万国博覧会(1 873年のウィーン万博を指す-瀧井〕の際に

































録のなかには，彼の日本趣味を物語る箇所が散見される。例えば， 1887(明治 20)年 7月にシュ
タインを訪ねた海江田信義に対して彼は日本婦人の和服姿を称揚し，それを「美術上体裁ヲ得









る。それは彼の書き留めている， Iあ る 日本人公使館員の愛 ら し い奥方」 の存在で あ る 。 こ れ
は後に帝国大学の初代総長を務め，当時外務一等書記官としてウィーンに駐在していた渡辺洪
基の妻，渡辺貞子のことを指していると考えて間違いな~ )10) 。 彼女は外交官夫人 と し て夫の任
地に同伴していった最初の日本人女性であり， 1873年4 月 か ら1875年10月 ま での ウ ィ ー ン在住



















交際がどのようなものであったかを見てみることにした ~ ) o
1) I シ ュ タ イ ン文書J (シュレスヴィヒ・ホルシュタイン州立図書館蔵) 4.2:04.80
以下，この「シュタイン文書」の書簡資料を指示するときは，日付，差出人名のほかは分類番号の
み記す。なお，この福沢書簡は，早島前掲「ローレンツ・フォン・シュタインに宛てた………」
282頁， ReinhardZollner , “Appreciating critic" p.14 に掲載さ れて い る 。 但 し ， 後者で は福
沢の著作「時事小言 (Ziji-Seougen)J が， r治安小言 (Zi anseougen) J と 誤読 さ れて い る 。
2) r福沢諭吉全集』 第21巻 (岩波書店， 1964 年) 368 頁。
3)さしあたり， HansFenske , LorenzSteinliberWeltpolitikundKolonien , in:DerSt ααt
, 16, 1977, S.541-558.
4)シュタインは Allgemeine Zeitung 紙な どで独自 の オ リ エ ン ト 論をかねてか ら 展開 し て い た 。
それは本文中にも記した如く，オーストリアの通商政策とリンクしたものであったが，そのような
「オリエンタリズム」の延長上に，彼の東アジア論，日本論が位置している。シュタインの初期の
オリエント論については， Stein.Oeste ,‘reich undderFrieden , Wien , 1856. があ る 。
5) LudwigRittervon Przibram , Erinnerungen eines αlten Oeste ，γ日chers ， Bd. 1.,
StuttgartundLeipzig , 1910, S.380f.
6)プルツィブラムのここでの記述は， Reinhold Lorenz , J，αpαn und Mitteleurop α ，
Br 加/Miinchen/Wien. 1944. に受け継がれ， さ ら に ヨ ゼ フ ・ ピ タ ウ(Josef Pittau) ， ベー タ - ・
パンツアー (Peter Pantzer) 両氏の研究に よ っ て我が国に も紹介 さ れて い る 。 ヨ ゼ フ ・ ピ タ ウ
(内田文昭訳) r 日 本立憲国家の成立J (時事通信社， 1967 年) 201 頁， ベ ー タ ー ・ パ ン ツ ア ー (竹内
精一，芹沢ユリア訳) r 日本オ ー ス ト リ ア関係史J (創造社， 1984 年) 99 頁。 し か し岩倉 」行と シ ュ
タインとの聞にどの程度の交流があったかについては，本文でも記したように確かなことはいえな
い。なおロー レンツは，この時シュタインが，岩倉使節団の」員であった伊藤博文と親交を結んだ
旨記しているが (S . 182) ， 彼が参照を指示 し て い る 文献 (Inama =Sternegg , Art. Stein ,
Lorenzvon , in:AllgemeineDeutscheBiogr αphie ， Bd. 35, 1893, S.661-666.;Ernst
Griinfeld , LorenzvonSteinund Japan , in: J，αhrbucher furNαtion αlbkonomie und
Statistik , 3.Folge , Bd.45, 1913, S.354f f. 邦訳エ ル ン ス ト ・ グ リ ュ ン フ ェ ル ト (服部平治 ・
宮本盛太郎訳) I ロ ー レ ン ツ ・ フ ォ ン ・ シ ュ タ イ ン と 日本J r政法論集」 第 4 号 (1 984年 » に も ，
また彼がこで特に依拠したと思われる，本文中に引用したプルツィブラムの叙述からも，そのよ
うな事実は確認できない。














10) r夢 渡辺洪基伝J (非売品， 1973 年) 33-34 頁， 96 頁。 R . Lorenz ，α.α. 0. , S.184.
11) EufemiavonKudriaffsky , J，αpαη . VierVortr ゐge ， Wien , 1874. 著者 ク ド リ ア フ ス キ ー
女史はこの書物を著すにあたって，渡辺貞子から聞き取りを行っている。そしてこの書は他ならぬ
彼女に捧げられている。
12) 前掲 『夢 渡辺洪基伝J 34頁。
13) 渡辺は シ ュ タ イ ン の死後， 1890年 (明治23) 11月 に今度は特命全権公使と し て再度オ ー ス ト リ ア
の地を踏んでいる。これに先立って渡辺のことをシュタインに紹介する書簡が幾っか残っているの
で，彼とシュタインとの聞には恐らく面識はなかったものと思われる。 1890年 7月 12日付シュタイ
ン宛P・マイエット書簡 (4 . 2 :04.47) , 1890年9 月14 日付 シ ュ タ イ ン宛伊藤博文書簡 ( I伊東 巳
代治文書スタイン関係書簡J，国立国会図書館憲政資料室所蔵「憲政史編纂会収集文書J 116) ,
1890年9 月付シ ュ タ イ ン宛山県有朋書簡 (同上) 。
14) シ ュ タ イ ン の 日本趣味を物語る も の と し て， 今一つ彼の 日本 コ レ ク シ ョ ンが挙げ られ る 。 日 本人
からの贈答品を中心lこ，彼は多数の日本の物品を所蔵していた。それらは現在ウィーンの民族学博











































いたい旨認めているし 6 )， 1890年の渡辺洪基の公使就任の と き に も ， 御雇い外国人 と し て 日本
















年(明治 12)の 3月である 8 )。それから 2年後の 1881年(明治 14) 6 月 に帰朝を命ぜ ら れ る ま
での聞を彼はウィーンで過ごしている。それ以前からも彼はドイツ，ロシアの大使館で勤務し
ていたが，特にドイツではベルリン大学に通うなどして，ヨーロッパの経済，法制の学習に従
事していたらし t )0 オ ー ス ト リ ア で も河島は ウ ィ ー ン大学に通 っ て い た も よ う で， 勉学を継続
していた。そしてそのような彼が， r ウ ィ ー ン大学の看板教授」 であ っ た シ ュ タ イ ン の講義を
聴講し，日本に特別の関心を抱いていたシュタインと深いつながりを有するに至ったことは必
然的だったといえよう 9 )。
当時の河島とシュタインの交流の跡をしのばせる資料として，彼が帰国後， 1882 年 (明治15)
1 月 に文部卿福岡孝弟に宛てて提出 し た建議書 「百世 ノ 治ハ学制 ヲ 改正 シ テ一国 ノ 思想、 ヲ ーニ
スルニ如カサル議」がある 10)。そこにはシュタインの影響が明確に見て取れる Oこの意見書の


















連中が憲法を作るなど， r銅器に鍍金を」 する よ う な も のだ と語っ た ら し し ウ， 憤 っ た河島は ウ ィ ー
ンのシュタインを訪れることを皆に吹聴したという 12)。また調査団に文部省留学生として同行
した木場貞長は，もっと直載に河島の介在を語っているO日く， r シ ュ タ イ ン に も っ と も 私淑
し，その家庭にも親しく出入していたのは河島醇氏であった。彼はウィーン公使館にアタッシェ
として来ていた当時からの知己で，公〔伊藤博文のこと〕との間も河島がしきりに取りなして
































渡辺によるシュタインの著作の翻訳といえば， 1876年の 『行政学綱要 (Handbuch der
Verw αltungslehre ， 2.Auf l. , Stuttgart , 1876) J] の訳であ る 『行政学J 上 ・ 中 ・ 下 (元老院
蔵，明治20年)がまず挙げられる。 だが彼によるシュタインの翻訳はこれのみにとどまるもの
ではない。彼のシュタイン宛書簡を窺えば，文部省学務局訳とされる明治17年刊の『行政学教
育編J] (文部省編集局 ， Die Verwaltungslehre. 5. Theil. 2. Hauptgebiet. Das
Bildungsw~sen ， 1868.) も渡辺の手に よ る も のであ る こ と が分か る し 21 ) ， そ の ほかに も ， 公 に
されることはなかったが，幾つかのシュタインの著述の訳出，紹介に渡辺は与かつて力があっ
た。「文書」に残されている渡辺書簡によれば， r財政学 (Lehrbuch derFinanzwissensch αit)
』第 4 版 (1 878年)，同第 5 版 ( 1 885-86年) 22) ， そ し て 『衛生制度 (Die Verw αltungslehre. 3.




















1) 1882 年8 月10 日付本間清雄宛井田譲書簡， 佐藤孝 「明治初期 ー外交官の軌跡 本間清雄J r横浜
開港資料館館報』第 12号(1 985年) 67 頁よ り 重引。
2) 1882 年8 月19 日付伊藤博文宛井田譲書簡， r伊藤博文関係文書』 第 l 巻 (1 973年， 塙書房) 114 頁。
3) 1888 年3 月10 日付 シ ュ タ イ ン宛藤波言忠書簡(4.2 :04.6-11) 。
4)参照，堀口修「ローレンツ・フォン・シュタインの雇用経緯についてJ r政治経済史学』 第263号
(1988年)。
5)後述の河島醇，渡辺廉吉のほか， 1885年2 月 よ り 特命全権公使と して ウ ィ ー ン に い た西国寺公望
なども，シュタインの講義を受けていた。参照， 1886年1 月15 日 付伊藤博文宛西園寺公望書簡，
「伊藤博文関係文書J第 5巻(1977年，塙書房) 49頁。 そ こ で西園寺は， r ス タ イ ン氏頗盛な り 。 同
人講義には小生も甚益を得候」と記している。
6) 1887 年10 月5 日付 シ ュ タ イ ン宛井田譲書簡 (4.2:04. 17- 1) 。
7)前節註13参照。
8) 河島の経歴， 活動につ いて は， 河野弘善 『河島醇樽 日本興業銀行初代総裁J (河島醇伝刊行会，
1981年) を参照。
9) ウ ィ ー ン の シ ュ タ イ ン につ い て は ， WilhelmBrauneder.LorenzvonSteinsWirkenin
Wien(付拙訳)，比較法史学会編「比較法史研究の課題 Historia Juris 比較法史研究 思忍 ・
制度・社会① J (未来社， 1992 年) i 頁 :xxxi 頁。
10) こ の河島建議書は現在東書文庫に所蔵さ れてい る (河島醇稿 『学制改正ニ ツ キ河島醇ノ 建議及本
建議ニツキ福岡文部卿九鬼隆一加藤弘之等ノ朱批 J (登録番号 11 0/11 ) )。これの詳しい紹介，検討
を行っているものとして，土屋忠雄『明治前期教育政策史の研究 J (講談社， 1962 年) 414 頁以下，
寺崎昌男『日本における大学自治制度の成立 J (評論社， 1979 年) 33 頁以下を参照。 ま た ， 河野前





11) そ の詳細は別の機会に論 じ る こ と に し た いが， 大学論が シ ュ タ イ ン の学問的営みの駆動力 と な っ
ていることについては，彼の個人史と絡めて以前にも指摘しておいたことがある。参照，拙稿「ロー
レンツ・フォン・シュタインにおけるドイツ国家学の形成(ー)， (二)・完 J ri法学論叢J 第133巻
第 1号(1 993年)，同第 133巻第 5号(1 993年)。




13) 清水伸 『明治憲法制定史 (上) 一 独墳におけ る伊藤博文の憲法調査 J (原書房， 1971 年 ) 37
頁。
14) 清水前掲書300 頁。




Stolleis , GeschichtedesoffentlichenRechtsinDeutschland , Bd.2, MUnchen, 1992, S.









17) 末松謙澄 も後に， 伊藤の シ ュ タ イ ン訪問は 「河島氏が嘗て蕊に留学 し た る関係よ り 思ひ立」 っ た
こと記してし喝。末松謙澄「大日本帝国憲法と独逸 J r独逸之現勢 再版J 0913 年) 921 頁。
18) 渡辺廉吉伝記刊行会 「渡辺廉吉伝J 0934 年) 51 頁。
19) 1883 年7 月4 日付 シ ュ タ イ ン宛渡辺廉古書簡(4.2 :04.96-1)
20) さ し あ た り ， 前掲拙稿 (二 ・ 完) ， 90 頁以下参照。
21) 1883 年11 月1 日付 シ ュ タ イ ン宛渡辺廉吉書簡(4.2 :04.96-2) で ， 渡辺 は次の よ う に書 い て い
る。「特にお許し願いたいことがあります。貴著「行政学』の一部の翻訳です。我が文部卿のお勧
めもあって，私はその翻訳を多大の困難にもかかわらず決心しました。」
22) 1884 年12 月26 日付 シ ュ タ イ ン宛渡辺廉吉書簡(4.2 :04.96-4) 。 こ の う ち 『財政学」 第5 版の翻
訳とは， r松方正義文書J (国会図書館憲政資料室)所収の鶴田雄訳「理財学ドクトル，ローレン
ツ，フォン，スタイン氏ノ国債論抄訳紙幣制論」のことかと思われる。もっとも，これは日本に
おける紙幣制度導入について記された，原著でたかだか 3頁ほどの部分の訳に過ぎない (Ste i n，
LehrbuchderFin αnzwissensch α'ft. 5.Aufl. , 2.Theil , 1886, S.208-21 1. ) 。
23) 1887 年5 月23 日付 シ ュ タ イ ン宛渡辺廉古書簡(4.2 :04.96-5) 。
24) 1884 年12 月26 日付 シ ュ タ イ ン宛渡辺廉古書簡(4.2 :04.96-4) 。





上の叙述で尽きているわけではなし」上において記してきたのは， r シ ュ タ イ ン に お け る 日 本
問題J の生成史 と そ こ に起因す る彼 と 日本人 と の直接の交流であ る が， こ の ほか に も 日本人が
シュタインの学説を知る機会は種々存在していた。その点を以下に若干書き留めておこう。
まず第一に，翻訳によってシュタインの著作の紹介がいち早くなされたというケースが挙げ





はシュタインのものも数冊含まれていた。荒川邦蔵訳『国理論全 J (H，αndbuch der
Verw αltungslehre ， 1876. 抄訳) と木下周蔵， 山脇玄訳 『兵制学』 全 3 巻(Die Lehrevom








くて，解釈に苦しむ点少なからぬO因て公は一日青木周蔵を訪ひ， rス タ イ ン の著書を購
求したが語学の力が足らぬから読めぬ，読んで呉れぬか』と相談した。青木は快く之を諾






































ンと日本との関係を我々は， I シ ュ タ イ ン に お け る 日本問題」 の域に と ど ま る も の と し て理解
し得ょう。それはこれから見ていく「日本におけるシュタイン問題」の媒介をなすものではあっ




2)徳富猪一郎編述『公爵桂太郎伝乾巻J (19 1 7年) 357貞。 こ れに対 し ， 最近翻刻さ れた 『桂太郎
自伝J (平凡社東洋文庫， 1993年) の なかに は， こ れに類す る記述は認め ら れな い。
3)後藤新平「日独学術接近論J r独逸之現勢 再版J (191 3年) 934-35頁。
4)ローレッツについては浩識な研究として，田中英夫『御雇外国人ローレツと医学教育J (名古屋
大学出版会， 1995年) があ る ほか， 次の文献を参照。 但 し ， いずれに も ロ ー レ ッ ツ と シ ュ タ イ ン の
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関係に関する記述はなし、。エリッヒ・ラフゃル/小形利彦『没後 100年記念、誌 Dr . Albrechtvon
RoretzJ (1 984年) ， ErichRabl , DieBeziehungenzwischenYamagatainJapanund
HornimWaldviertel , in:Dαs Wαldviertel ， 43.Jg. , Heft4, 1994, S.395-403.
4 I 日 本にお け る シ ュ タ イ ン問題」 本史-





味での「シュタイン詣で」の展開である。そしてそための貴重なドキュメントとして， I 日 本
関係文書」はある。
キー ルに残されている書簡から判明する最初の「参詣者」は， 1882 年 (明治15) に憲法調査






ウィー ン訪問のうえシュタインと会うことを決める 3 )。そこに河島の慾想、があったと考えられ
ることもまた前述の通りである O伊藤のシュタインにかける期待は大きかった。ウィー ンに到
着した 8月 8日に，早くも一行は彼のもとを訪れている 4 )0 Iすば ら し く 行動が敏活」 と 評せ
られる由縁である 5 )。そしてシュタインもその期待を裏切ることはなかった。彼の講説に接し，
伊藤はウィーンの地から， I心私かに死処を得る の心地」 だ と岩倉具視に宛てて書 き 送 っ て い



































伊藤，シュタインから憲法講義受ける(---10月31 日 ) 。
ウィーンを訪れた有栖川宮蟻仁親王の一行，シュタインに聴講 ( 4












森有礼，シュタインに On α Represen ta t i ve System of
GovernmentforJ，αpαn を送付 し批評を乞 う 。











陸奥宗光，ウィーンに滞在。シュタインの指導受ける(--- 8 月15 日)
西国寺公望，駐填特命全権公使としてウィーンに着任。シュタイン
と交流 12) 。
8 月 藤波言忠， シ ュ タ イ ン に学ぶ。 帰国後 こ の時の講義を天皇 に進講
48-
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(87年12月 か ら翌3 月 ま で) 。










2 月25 日 松方正義， シ ュ タ イ ン の も と に加藤斉 (大蔵省銀行局長) 派遣 し
興業銀行についての意見を聴取。
7 月 西郷従道渡欧 ( ，..，.， 87年 6月)。この間シュタインに会う。
7 月26 日 谷干城， 柴四朗 と道家斉を伴 っ て シ ュ タ イ ン の講義受け る02月12
日まで計34回に及ぶ) 13) 。




1 月 4 目 黒田清隆， 1 月19 日 ま で シ ュ タ イ ン に師事16) 。 以後， 日本か ら重ね
て欧州情勢につき諮問。
2 月 11 日 小松宮彰仁親王， シ ュ タ イ ン の講義を受け る ( ，..，.， 同 月21 日 ) 17) 。 随
員の三宮義胤，宮中儀式につき学習するためウィーンに留まる(，..，.，
5 月31 日 ) 。
5 月 初め 京極高徳， 華族同方会の面々 と シ ュ タ イ ン を訪問。
7 日 ， そ の礼を述べ る と 同時に延喜式を届 け る 。




1 月 ) 。






10月18 日 エ ル ン ス ト ・ フ ォ ン ・ シ ュ タ イ ン来 日 ( ，..，.，翌年 5 月26 日 ) 0









このときの教えをもとに 1890年ボン大学に学位論文 Gesch ich t l iche
Entwickelungder St ααtsverf ，αssung unddesLehnwesensvon
Jαpαn を提出。





















































看取される o 1884年 (明治17) 9 月 に彼は来年の長期滞在に先ん じて， 年内に ウ ィ ー ン を訪れ





85年 (明治18) 4 月 に ベル リ ン か ら発せ ら れた書簡で も陸奥は， 心こ こ に あ らず， と い う 呈で
次のように記しているのである。「できるだけ早くあなたとお目にかかりたいのですが，御指






ることになる関直彦が， Iあ な たの御高名を聞 き及び， お 目 にかか り た い一心で、数 日 前 に 当地
〔ウィーン〕にやって参りました。お会いしていただけるならばどうか日時をお知らせ下さい。
伊藤伯の紹介状を同封いたします。御返事をお待ちしておりますJ26)と記していることや，寺















































いたかは， 1886年 (明治19) 2 月 に彼の も と へ人を派遣す る に至 っ て い る こ と か ら も推察 さ れ
るが 34)，松方はさらに直裁に，シュタインへの信頼を次のように書簡で語っているO
日本の財政は徐々に正常な歩みへと戻りつつあります。しかし楽観はできませんOあなた













































1) 1883 年2 月21 日付 シ ュ タ イ ン宛伊東巳代治書簡(4.2 ・04. 22-1), 1883年3 月14 日 付 シ ュ タ イ ン
宛伊藤博文書簡 (4 . 2:04. 21- 1) 。
2)例えば，伊藤は1882年 8 月 4日，山県，井上，山田に宛てて， I小生に在 り ては ， 殊 に浅学而巳
ならず，独逸の文語をも不解よりして，尤困難なる訳に御座候」と書き送っている (r伊藤博文伝
中巻J 282頁) 。 青木周蔵 も 一行がベル リ ン を後に し てか ら ， 伊藤の様子を品川弥二郎に次のよ う に
書いている o I第 →解独語者無之， 次而沈重取調事務に堪ゆ る者亦太少 し 参議 も 前後浩嘆之様子
に相見，気之毒に奉存候J (1882年10月 15 日 付品川宛青木書簡， r品川弥二郎関係文書①J (山川出
版社， 1993年) 174頁) 。
3)前掲山県，井上，山田宛伊藤書簡 (r伊藤博文伝中巻J 283頁) 。
4) 8 月9 日付の岩倉宛の書簡が 『伊藤博文秘録J に残 っ て い る(290 頁以下) 。 そ こ で伊藤は 「昨 日
スタインニ一面識仕候」と記している。
5)吉野作造「スタイン・グナイス卜と伊藤博文J r改造J 1993年2 月 号60頁-77頁， 62頁。
6) 1882 年8 月11 日付岩倉具視宛伊藤書簡 (末松謙澄 「伊藤公の欧州、| に於け る憲法取調顛末J r国家
学会雑誌、」第 26巻第 12号 ( 191 2年) 1869 頁-1880 頁， 1874 頁) 。
7)以下の表の作成は，特に注記している場合を除いて， I シ ュ タ イ ン文書」 に基づいて い る O
8) r犠仁親王行実 ドJ (1 929年) 143 頁以下。 梅渓昇編 『明治期外国人叙勲史料集成 第1 巻』
(思文閣出版， 1991 年) 358 頁-361 頁に シ ュ タ イ ン叙勲の裁 口I願いが収録さ れて い る 。
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9)大町桂月「伯爵後藤象二郎J (1914年) 537頁以下。 なお， 同書に は シ ュ タ イ ン の写真 と称する も
のが掲げられているが (536頁)，これは別人である。
10) 北畠道龍 「天竺行路次所見J (r明治文化全集第 7 巻 外国文化篇』 所収) 498頁以下， 並びに516
頁以下。
1) 4.2:04. 3 。 カ タ ロ グで はKikuchi. W. と 表記 さ れて い る が ， こ れ は書簡末尾の署名
Kikuchi , D. の誤読であ る 。
12) 185 年7 月3 日付伊藤宛西園寺書簡， r伊藤博文関係文書』 第 5 巻46頁。
13) 堀口修 「谷干城と シ ュ タ イ ン講義 一 特に柴四朗の講義録を中心と し て J r中央大学大学院研
究年報』第 10巻第 2 号 (1 981年) 235 頁-250 頁。
14) 1井 上哲次郎氏烏尾中将と共に ス タ イ ン氏を訪ふJ r国家学会雑誌』 第 l 号 (1 887年) 51 頁-54 頁。
15) 前掲 「須多因氏講義J 458 頁。
16) 1 ス タ イ ン氏講述筆記」 黒田清隆 『環癖 日記 下J (r 明治欧米見聞録集成 第 7 巻J (ゆまに書
房， 1987 年) ) 163 頁以下所収。
17) 小松宮彰仁親王 「ス タ イ ン氏講義聞書J， 国立国会図書館憲政資料室所蔵 『憲政史編纂会収集文
書J 1140
18) r威仁親王行実 上J (1 926年) 195 頁。
19) 陸奥 と シ ュ タ イ ン と の関係につ いて は次を参照。 萩原延寿 「陸奥宗光紀行J r 日 本の名著第35巻
陸奥宗光 J (中央公論社， 1973 年) ， 上野隆生 「陸奥宗光講義 ノ ー ト J r金沢文庫研究』 第291号
(1 993年) 。
20) 1884 年10 月15 日付 シ ュ タ イ ン宛陸奥書簡(4.2 :04.5-2) 。
21) 1884 年9 月27 日付 シ ュ タ イ ン宛陸奥書簡(4.2 ・04. 55- 1) 。
22) 前掲註(20) の シ ュ タ イ ン宛陸奥書簡。
23) 1885 年4 月28 日付 シ ュ タ イ ン宛陸奥書簡(4.2 :04.5-4) 。
24) 前章(2) 註(5) の伊藤宛西園寺書簡。
25) 1885 年9 月8 日付 シ ュ タ イ ン宛陸奥書簡(4.2 :04.5-5) ， 同年10 月1 日付同書簡(4.2 :04.5-
6) ， 同年12 月7 日付同書簡(4.2 :04.5-7) 。
26) 1888 年 日付無 し シ ュ タ イ ン宛関書簡(4.2 :04.73- 1) 。
27) 1888 年10 月9 日 シ ュ タ イ ン宛寺田書簡(4.2 :04.8- 1) 。
28) 御厨貴 『明治国家形成と地方経営J (東京大学出版会， 1980 年)。
29) 谷は シ ュ タ イ ン の講義を受けて帰国後， 政府批判を行 っ て下野 し てい る 。 参照， 堀口前掲 「谷干
城とシュタイン講義」。
30) r実用教育新撰百科全書 第22編J (博文館， 1889 年) に ， 彼の略伝 (I ロ ー レ ン ツ ， ス タ イ ン氏
小伝 J 5529 頁-5534 頁) 並びに 肖像が載 っ てい る 。
また，当時の代表的な総合誌『国民之友」第 64号 (1889年)にも，河島醇の編になるシュタインの
『憲法及行政法要義 J (集成社， 1889 年) の紹介記事が掲載さ れてお り ， 1 ス タ イ ン博士の名 は文明
国到る処に隠れ無し。殊に我が国に其崇拝者の至って多きを見るなり」と記されている (489頁)。
31) 4.2:04.49-6
32) 周知の よ う に ， 前年の12 月4 日 に甲申事変が起 こ り ， 日本は朝鮮問題を巡 っ て清国と緊張関係に
あった。その処理のため，この年の 4月に日清間で天津条約が結ぼれている。シュタインの発した
意見書は見当たらないが，これとおぼしきものを逐 a検討した覚書きが，伊藤博文編『秘書類纂
朝鮮交渉資料上巻』に， 1読斯丁辺氏意見書」 と し て残さ れてい る O なお， シ ュ タ イ ン は こ の問
題に関して ， AllgemeineZeitung 紙に以下の論説 を寄せ て い る 。 Chinesi sch-japanischer
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Konfliktauf Korea , in: Allgemeine Zeitung , Jan. 9. , S. 125f.;DieVerhaltnisse
zwischenJapan , KoreaundChina , in:α.α. 0. , Feb.11. , S.606;ZumAbschlussdes
KonfliktszwischenJapanundKorea , in:α.α. 0. , Marz 14. , S.1076;DerVertrag
vonTien-tsinzwischenJapanundChinavom19.April , in:α.α. 0. , Jun.30. , S.2
617f., Ju 1.2. , S.2649f. , Ju l. 19., S.2905f.
33) 1884 年10 月14 日付 シ ュ タ イ ン宛三好書簡(4.2 :04.49-4) 。 シ ュ タ イ ン の訴訟法講義 と し て は ，




34) 1886 年2 月25 日付 シ ュ タ イ ン宛松方書簡(4.2 ・04. 45-2) 。
35) 1885 年11 月27 日付 シ ュ タ イ ン宛松方書簡(4.2 :04.45- 1) 。
36) 1887 年5 月23 日付け シ ュ タ イ ン宛渡辺書簡(4.2 :04. 96-5) 。
37) 元田が シ ュ タ イ ン に関心を寄せていた こ と につ いて は， 元田 自身が伊藤に次の よ う に書 き送 っ て
いるのを参照。「スタイン純理論不用に候は〉返壁仕候様承知仕候。然処右之御本は御支に無御坐
候は〉拝領仕度奉存候へ共，御用本に候得は素より返上可仕，然し今暫らく留置返上仕度御猶予奉
願候 J (1 884年 7 月 10 日付伊藤宛元田書簡， r伊藤博文関係文書」 第 7 巻， 361 頁) 0 I純理論」 と は，
憲法調査の際に伊藤が記録したシュタインの講義録「純理釈話 J (国立国会図書館憲政資料室所蔵
『伊東巳代治文書 J 4) の こ と であ ろ う 。
38) r明治天皇紀」 第 6 巻 (古川弘文館， 1971 年) 840 頁。
39) 1888 年10 月3 日 シ ュ タ イ ン宛藤波書簡(4.2 :04.6-1 1) 。 ま た ， 新山荘輔の1888 年4 月24 日付エ
ルンスト宛書簡 (4 . 2 :04.61-15) に よれば， 天皇の一時着用 し て い た絹 の夜着が シ ュ タ イ ン に
進呈されている。宮中におけるシュタインの人望を窺わせるエピソードである。なお，藤波とシュ
タインについては次も参照。堀口修「侍従藤波言忠とシュタイン講義明治天皇への進講に関連














金井は続けて，このようなシュタインの性格を， I要す る に非常の人物， … … …尤い人物で
す，唯だ書物計りを読んで書物と首ツ引きをして居る純粋の学者ではない，世の中の実際に携




















シュタインと会う以前に， I当時学者界にて は， 博士を以て法螺吹 き学者 と評す る者多か り し 」
との風説があったことを伝え，彼の講義を眉唾物と警戒していた模様であるが，一旦その講説












並び、に儒教についての教えを乞い， r昼は我れ師の為め に話すべ し 。 夜は師我が為め に話せ ら












































に憲法の発布を知らせる書簡において，次のように記しているOこの憲法は， r い か な る 点 に
おいても，他のあれこれの憲法の単なる模倣ではな」く， r徹頭徹尾日本的な も の 」 な の で あ
る，と 16)。
1) r ス タ イ ン先生の一周忌」 河合栄治郎編 「金井延の生涯 と 学蹟J (日本評論社， 1929 年 : 初 出
「六合雑誌」明治 24年12月号) 476 頁-494 頁， 493 頁。
2)同上494頁。
3) 同上477頁-478頁。
4) Vgl.CarlMenger , Lorenzvon Stein ， 十23. Sept. 1890, in:J，αhrbucher furNation αl-
δkonomie undStatistik , 3.Folge , Bd. 1, 1891, S.193-209.
5)前掲『後は昔の記J 213頁-214頁。
6)その典型的な姿は海江田の『須多因氏講義』に見ることができる。
7) 1883 年11 月8 日付の書簡で， 末岡精 ーは財政学， 国民経済学， 行政学の試験を来月 に延期 し て も
らいたい旨，述べている (4 . 2 :04.81- 1) 。
8) 前掲北畠 「天竺行路次所見J 516 頁。
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9) I歴史法学」 徒 シ ュ タ イ ン につ いて は， 前掲拙稿 「 ロ ー レ ン ツ ・ フ ォ ン ・ シ ュ タ イ ン にお け る ド
イツ国家学の形成」を参照。
10) シ ュ タ イ ン に は 日 本法史 に つ い て の独立の論稿が あ る 。Studie zurReichs-undRechtsｭ
geschichteJapans , in:OesterreichischeMan αtsschrift fUrdenOrient , 13.Jg. , 1887.S.
1-9. 拙訳 「 日本帝国史お よ び法史の研究J rJURISPRUDENTIA 国際比較法制研究」 第4 号
(ミネルヴァ書房. 1995年) 54頁-73頁。
11) 演国斯了因博士 「国粋論J (国立国会図書館憲政資料室所蔵『憲政史編纂会収集文書J11 5) I緒言」。
頁付けなし。
12) 子爵藤波言忠筆記 『 ス タ イ ン博士講話録 坤J (宮内庁書陵部所蔵)。頁付けない
13) 同上。
14) 前掲演国斯丁因博士 『国粋論J I緒言」。 そ の よ う な視座は彼の講義に 一貫 して認め ら れ る 。 例え
ば，後にウィーンの日本公使館勤務となる吉田作弥は，当初シュタインのもとで哲学を学ぶことを
欲していたが，彼の勧めで日本法史の研究に転じている。参照，木村匡「井上毅君教育事業小史」
(忠愛社， 1894年 : 復刻版国書刊行会， 1981年) 10頁。
15) 1887 年10 月 11 日付 シ ュ タ イ ン宛松岡書簡(4.2 :04.46- 1) 。
16) 1889 年3 月1 日付 シ ュ タ イ ン宛伊藤書簡(4.2 :04.21-8) 。
5 お わ り に











































させる 6 )。従って， I 日本にお け る シ ュ タ イ ン問題」 を当時の政治史のな かで把握 し よ う と す











タインは， I是ま で私の所へ来て色々 な話を し た八はあ る けれど も其の人等 と憲法の話か或は行政
法の話，或は又稀には軍略の話杯があって而して一人も己の一番得意とする所の社会問題に就て問
ふた人の無いのは甚だ残念に思う所である」と語っていた(前掲金井「スタイン先生の一周忌J 47
8頁) 。 も っ と も ， 金井の述懐を全て額面通 り 聞 く こ と も で き な い。 シ ュ タ イ ン の社会論がH 本人に
よって全く看過されてきた訳ではなし、からである O伊藤博文はシュタインの講義に接した後，階級
対立の時代における政治権力の問題について洞察を示している。参照， 1882 年9 月23 日付松方正義
宛伊藤書簡，鈴木安蔵『日本憲法史概説 J (中央公論社， 1941 年) 345 頁。




彼は日本の青年たちにとっての正真正銘の師匠だったのである J Onama 二Sternegg ， a.a. 0. ,
S.65.) 。
5)伊藤自身の筆になる紹介状は，関直彦 (4 . 2 :04. 21-2) ， 海江田信義(4.2 :04. 21-3) ， 林 三介
(4.2:04. 21-7) ， 渡辺洪基 (1890 年9 月14 日付 シ ュ タ イ ン宛伊藤書簡， I伊東巳代治文書 ス タ イ
ン関係書簡 J，国立国会図書館憲政資料室所蔵『憲政史編纂会収集文書 J 116) の も のが現存 し て い
るが，その他にも井上哲次郎，谷干城，藤波言忠，末松謙澄，陸奥宗光らがシュタインと会うに際
し，伊藤の紹介を得ていたことが各種資料から判明する。
6) 海江田前掲 「須多因氏講義』 の なかの次の一節な どは， そ の よ う な伊藤 と シ ュ タ イ ン の関係を物
語って余りある。「先生〔シュタイン〕日ク，余ト伊藤総理トハ，特ニ親密ナルヲ以テ，総理ヲ措
テ他ノ大臣ニ書ヲ通スルノ\違順ノ恐アリ。故ニ此ノ書モ矢張リ伊藤総理ニ宛ツ可ケレハ，議官
〔海江田〕ヨリモ伊藤総理ニ供へラレムコトヲ望ムナリ J (457 頁) 。
(本稿は平成 6年度文部省科学研究費補助金による研究成果の一部である。)
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